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および解釈はエスノグラフィーを参考に 1 次解釈、2 次解釈を行い、倫理的配慮として高知
県立大学研究倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
【結果】協力者は 35 名（当事者 9 名、当事者家族 8 名、遺族 7 名、支援者 11 名）であっ
た。協力者群毎に事故後からどのような健康問題や生活上の問題を抱えながら生きてきた
のか、また、相互にどのようにケアをしてきたのかについて分析・解釈した結果、当事者は
21 のメインテーマ、当事者家族は 25 のメインテーマ、遺族は 21 のメインテーマ、支援者
のうち医療者は 21 のメインテーマ、消防隊員は 8 つのメインテーマ、一般ボランティアは
10 のメインテーマが含まれていることが明らかになった。 
 
【考察】考察は 4 部構成とし第 1 部では、メインテーマの関係性を見ていくために、「時間
軸で事故を捉えた時の人々の行動と出来事が人々に与えた影響」として、結果で得られたメ
インテーマを再構築し時間軸での出来事と人々の健康や生活への影響について検討した。
結果、事故から 13 年の間には当事者には 6 つの時期、当事者家族には 6 つの時期、遺族に





人々の健康や生活に及ぼす影響」そして、「Caring と Social Support」 に焦点を当てて考



















を得て実施している。研究協力者は 35 名（当事者 9名、当事者家族 8名、遺族 7 名、支援者 1
1 名）であった。協力者群毎に事故後からどのような健康問題や生活上の問題を抱えながら生
きてきたのか、また、相互にどのようにケアをしてきたのかについて分析した結果、当事者は




故から 13 年の間には当事者には 6 つ、当事者家族には 6つ、遺族には 7つ、支援者の医療者に




び「Caringと Social Support」 に焦点を当ててさらに考察をしている。また、災害や大規模
な事故に遭遇した人々へのケアや支援体制のあり方として、事故後の早い段階からの事故に関
する情報提供や情報公開の見直し、Social Support の充実、そして、災害や大規模な事故を経
験した人々が事故後から抱える一般的なストレス反応を理解したうえで、彼らの心と生活を整
えながら日常に少しずつ戻していくことのできる災害看護専門家の育成の必要性を指摘してい
る。さらに、災害や大規模な事故に遭遇した人々が日常を取り戻した後も、いつでも気軽に立
ち寄れる彼らにとっての居場所を用意しておくことが必要であると結んでいる。 
 審査会では、申請者による研究概要の発表に続いて質疑応答を行った。結論の最後の提言は
どこに向けて発信すべきだと考えるか、考察の日本独特の文化とはどのようなことか、災害と
される大規模交通事故と一般の事故との違いは何か、計画の段階と研究を始めて感じた違いは
何か、などの審査員からの質問には、全て適切にそして明確に回答していた。この研究では、
研究計画書に添って対象者ごとに目的に対して一貫性のあるデータを的確に収集し、分析およ
び考察が展開されていること、また、研究結果は信頼性および妥当性の高いものであり、災害
看護学への貢献、今後の申請者の研究の発展が期待できることが確認された。 
 以上により、審査員 5名は、博士論文の審査方法及び審査基準に則り審査した結果、当該論
文は審査基準を満たしており、災害看護学の優秀な博士論文に値すると判断した。 
